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発表題目：フリッカー刺激呈示時の後頭部のヘモグロビン濃度変化 

 

発表者：○田谷修一郎・前原吾朗・小島治幸（金沢大学） 

 

要旨：フリッカー刺激呈示中の後頭部の血流変化を，近赤外分光分析法（NIRS）によって

計測した．刺激は 7.5Hz で明暗が反転する半径約７度の放射状チェッカーパターンであり，

視野全体，もしくは上下左右に４分割した視野に呈示された．１計測セッションでは 15 秒

の刺激呈時と 30 秒の休息を５回繰り返し，この間のヘモグロビン濃度変化を，後頭部に３

cm 間隔で正方形状に配置した４×４のプローブによって計測した．呈示視野条件別にそれ

ぞれ２セッションの計測を行った結果，刺激の呈示開始に対応して酸化ヘモグロビン濃度

が上昇し，脱酸化ヘモグロビン濃度が減少することが示された．ヘモグロビン濃度変化は，

上半視野よりも下半視野に刺激を呈示した条件で顕著であった．また，左右いずれかの半

視野に刺激を呈示した場合，刺激呈時視野の逆側でより顕著なヘモグロビン濃度変化が認

められた． 


